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53　　　　 Life　span に お け る末梢循環系の 適応動

態　
一
多変量解析 に よる血 管内皮系 ， 凝 固線溶系

及 び 脂質代謝系の 相 関分析 一

54　　　　 加齢 に伴 う 動脈 硬化 の 発症 動 態

一
こ とに 血管 粘弾 性 ，末梢 循環 機能，血管内皮

機能 な ら び に 脂質代謝 の 相 関性に つ い て
一
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【目 的 】血管内皮機能な らび に凝固線溶因子の 変動を

加齢 ならび に 脂質代謝 との 関係か ら多変量解析 に よ り

分析を試み た。【方法 】23〜63歳 の 健常女性 57名 。 平

均血圧 に て 上腕駆血下掌握運動負荷しそ の 前後 で採血，

血中 thrombomoduhn （TM ），　 t　i　ssue 　plasminogen

activator （tPA ）， 6−keto −PGF1 α 。　 thromboxane 　B2

（TXB2 ），　plasminogen 　activator 　inhibitor（PA 正一一

1）， antith τombin 　M （ATM ），　ct2　plasmin 　 ihhibitor

（吻 PI ）等を EL 　I　SA ，　 R　IA ま た は nephrometry

で 測定 し， また動脈硬化指数 （AI ）（総 コ レ ス テ ロ ール

HDL ）！HDL を算 出した 。 こ れ らの 因子と年齢また は

AI との 間 で 重回帰分析 と共 に 変曲点を求め ， 次 に血管

内皮因子 と凝固線溶因子 との 間で 正 準相関分析を行な

い 相互依存性を検討 した 。 更に 40歳未満 （A），40歳以

上 50歳未満 （B）およ び 50歳以上 （C ）の 3群 に分 け半蜴1亅

分析を行な っ た 。 【成績 】TM ，　 tPA お よ びAT 皿 は

年齢 との 間 で 正 の 相関を示 した 。 年齢 と各因子 との 間

で は 重相関係数 （R）は 0．674で Y ； 6．64Xi ＋ 1．12× 2
−

0．111 ×3 十 2．66 ×4 十〇．559 ×5
− 9．62（Y ：年齢，Xt ：

tPA ．　 X2 ：TM ，　X3 ：PAI −1，X4 ：ALX5 ：ATM ）

の 回帰式が得 られ ， AI で は R＝＝O．581，　Y＝0．549× 1

十 〇，0305× 2
− 0．220（Y ：AI ，Xl ：tPA ，　 X2：年齢 ）が

得 られ た 。 血管 内皮 因子 の tPA ，　 TM ， 6−keto −

PGF1 α お よ び PA 　I − 1 と凝固線溶因子の AT 皿，thro−

mb 　in−ATM 　complex 　．　at2　P　I　，　ct2PI　 complex ，　 TXB2

およ び D − dimer とは有意な正準相関が得 られた。判

別分析で は判別得点が A ， B，C 各 々 平均 1．097，0．758 ，

−0，1325 で あり，境界値 0．1699お よ び 一1．055 で ，良

好 に 判別 し得 た 。 【結論 】血管内皮機能 ， 凝固線溶系

お よ び 脂質代謝 に は加 齢の 影響 が認 め られ ，加齢に よ

る生理的変化を評価す る上で こ れ らの 総合的解釈 が 有

用で あ る と考 え られ た 。

【目的 】加齢 に 伴う血管 内皮機 能 ，脂質代 謝 の 生

化学 的諸量 と新 しく開発 され た血管弾性の 定量 解

析 と を 総 合 的 に 評 価 し，動脈硬化 の 発症 動 態 の 臨

床的指標を確立す る こ とを 目的 と した 。 【方法 】19
〜63歳 の 健 常婦人 70名 。 安静空 腹時坐位 で 採血 し，

tissue 　plasminogen 　activator （tPA ），　 thro −

mbomodulin （TM ），　 antithrombin 皿 （AT 皿 ）

を EL 工SA 法で 測定 。 さ らに 末梢 血管機 能 を加速

度脈 波計 に よ り示指 先 で 測定 （b／a ）。 　動 脈 血管

壁粘弾性は 上腕動脈 に微小変 位 セ ン サ ー
付 き カ フ

を装 着 し，中 枢側 と 末梢 側 の 血管開口時 の 変位波

形 を検 出す る こ と に よ り ， 動 脈血管壁開 ［コ伝播速

度 （Opening 　velocity ：OV 値 ）を 測定 した 。

【成 績 ）  年 齢 と正 の 相 関を み た の は 収縮 期血圧，

拡張期血 圧 （相関係数 ：0．505，0．492 ），総 コ レ

ス テ ロ
ール （相 関係 数 ； 0，32），血 管内皮機能の

tPA で あ っ た 。負の 相 関 を 示 し た の は ov 値 で 相

関係 数 0．58 ， 末 梢血管機 能 も O．48 と年齢 に対して

高い 依存性 が 認 め られ た 。  OV 値は 加 齢，高 ト

リグ リセ ラ イ ド （相関 係数 ： 0．38 ），tPA が 負 の

相 関を示 したが ， 血圧 とは相関 を認 あなか っ た 。

OV 値 と年齢 とは高 い 負 の 相関を 認 め るが ， こ れ

は血管開 口 伝 播速 度 と血管 内圧 の 相対 差 が 血管粘

弾性を 決 定す る の で ，硬 化度 の 高 い 血管 ほ ど OV

値 が 遅 くな り血管 内皮機 能 ，脂質代謝 異常 が そ の

背景を構成す る もの と考 え られ た 。   末梢血管機

能 は加齢 に 対応 して 血圧 へ の 依存性 が高 い と考 え

ら れ た 。 【結論 】血 圧 と は 相 関性が 少 な い 動 脈血

管壁伝 播 の 非侵 襲的 計測 と血 管内皮機能，脂質代

謝 を 同時 に 測定 す る こ と は 動脈 硬化発 症動 態 の 臨

床 的指 標 と な りう る こ と が 示 唆さ れ た 。
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